
レモンとごまの風味

で、美味しくいただけます。

アスパラにはルチンも含ま

れ、血圧が気になる方に

もおすすめです！

2026
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・｢

こ
こ
ろ
」
の
声
を
大
切
に

　
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
一
人
で
抱

え
こ
ま
ず
、
地
域
で
支
え
あ
え
る

温
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

❸｢

協
働
」
で
創
り
上
げ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り

健
康
づ
く
り
は
、
誰
か
一
人
が
頑

張
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
隣
近

所
で
「
最
近
ど
う
？
」
と
声
を
掛
け

合
っ
た
り
、
地
域
の
集
ま
り
で
一
緒

き
上
げ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
町
の
大
き
な
目
標
で
す
。

❷
町
と
町
民
の
皆
さ
ま
で
取
り
組
む

｢

３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

・｢

い
つ
も
の
毎
日
」
を

少
し
だ
け
い
た
わ
る

　
町
の
豊
か
な
「
食
」
を
楽
し
み

つ
つ
、
質
の
良
い
睡
眠
と
運
動
で

病
気
を
寄
せ
付
け
な
い
体
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

・
一
生
涯
に
寄
り
添
う
サ
ポ
ー
ト

　
町
で
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢

期
ま
で
、
各
世
代
に
応
じ
た
相
談

体
制
を
整
備
し
、
健
康
寿
命
の
延

伸
を
支
え
ま
す
。
婦
人
会
な
ど
の

場
で
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
健
康

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

❶｢

仁
木
町
の
い
ま
」

現
在
、
仁
木
町
の
高
齢
化
率
は

42
・
４
％(

令
和
８
年
３
月
末
現
在)

で
、
北
海
道
と
比
べ
て
も
高
く
、
５

人
に
２
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
状
況

で
す
。
町
で
実
施
し
て
い
る
健
診
や

町
の
医
療
費
の
か
か
り
方
な
ど
か
ら

町
の
健
康
状
態
を
見
て
み
る
と
、
心

疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
比
較
的
高
く
、

そ
の
背
景
に
は
「
食
生
活
（
塩
分
の

取
り
す
ぎ
や
朝
食
欠
食
、
多
量
飲

酒
）
」
や
「
運
動
不
足
」
と
い
っ
た

生
活
習
慣
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し

た
。一

方
で
皆
さ
ま
の
健
康
寿
命
の
延

伸
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
進
め
る

上
で
の
特
に
大
き
な
課
題
は
、
特
定

健
診
受
診
率
の
低
さ
で
す
。
現
在
は

28
・
０
％
（
国
保
）
に
留
ま
っ
て
お

り
、
ま
ず
は
こ
れ
を
60
％
以
上
に
引

に
体
を
動
か
し
た
り
、
そ
ん
な
日
常

の
「
つ
な
が
り
」
こ
そ
が
、
私
た
ち

の
健
康
を
健
や
か
に
保
つ
た
め
に
大

切
で
す
。
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
そ
し
て
周
り
の
人
と
支
え
あ

う
こ
と
、
そ
の
小
さ
な
優
し
さ
の
積

み
重
ね
が
、
次
世
代
に
続
く
活
気
あ

る
仁
木
町
を
創
り
上
げ
ま
す
。

計
画
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
健
康
づ
く
り
計
画
は
、
国
が
定
め
る
健
康
増
進
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
を
目
指
し
て
作
ら
れ
た
中
長
期
的
な
計
画
で
す
。

　こ
の
た
び
、
仁
木
町
で
は
令
和
８
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
期
間

と
す
る「
第
３
期
健
康
づ
く
り
計
画
」が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
回
は
こ

の
計
画
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

健康プラザ

体に　　　　　いい話
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健
康
づ
く
り
計
画
を
ご
存
じ
で
す
か
？

～ 

仁
木
町
で
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に 

～

▶材料（２人分）

・アスパラ （５本）

・白すりごま （大さじ1）

・レモン汁 （小さじ1）

・オリーブオイル （小さじ1）

・塩 （ひとつまみ）

・砂糖 （ひとつまみ）

簡
単
!!

旬
!!

▶作り方

①アスパラは根元の固い部

分を落とし、斜め切りにし

てさっと茹でます。

②ボウルで「ごま・レモン

汁・オリーブオイル・塩・

砂糖」を混ぜ合わせます。

③茹でたてのアスパラを和

えれば完成！

アスパラの

レモンごま和え

アスパラの

レモンごま和え

仁木町の

「健康づくり計画」は

こちらから



町内のできごと、行事、イベントなどを写真付きでご紹介します！

町では、広報紙、ホームページ、ＳＮＳなどへ掲載のため、撮影・取材活動を行っています。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。

「
銀
山
米
」
米
糀
甘
酒
「Nobishiro

」
完
成
披
露
・
試
飲
会

仁
木
の
新
し
い
「N

o
b

is
h

iro

」
に
期
待

小
さ
な
手
で
ま
く
「
交
通
安
全
へ
の
願
い
」

ひ
ま
わ
り
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

　
５
月
19
日
、
役
場
庁
舎
に
て
「
銀

山
米
」
を
使
用
し
た
米
糀
甘
酒

「Nobishiro

（
の
び
し
ろ
）
」
の
完

成
披
露
・
試
飲
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
商
品
は
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
を
受
託
す
る
レ
ッ
ド
ホ
ー
ス

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
東

京
都
／
山
田
健
介
代
表
取
締
役
兼
最

高
執
行
責
任
者
）
と
町
が
連
携
し
、

仁
木
町
の
新
た
な
魅
力
発
信
を
目
的

に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
銀
山
米
」を

活
用
し
た
商
品
開
発

　「Nobishiro

」
に
は
、
銀

山
米
研
究
会
の
、
不
断
の
研

究
・
努
力
が
生
ん
だ
「
銀
山

米
」（
な
な
つ
ぼ
し
）
が
使

用
さ
れ
、
商
品
化
に
当
た
っ

て
は
、
株
式
会
社
松
原
米
穀

（
札
幌
市
／
松
原
久
代
表
取

締
役
社
長
）
も
協
力
。
生
産

者
と
連
携
し
な
が
ら
品
質
管

理
や
原
料
選
定
を
行
い
、
銀

山
米
の
魅
力
を
生
か
し
た
商

品
づ
く
り
を
支
え
ま
し
た
。

商
品
名
に
込
め
ら
れ
た
想
い

　「Nobishiro
」
は
、
一
般
的
な
酒

粕
か
ら
作
ら
れ
る
甘
酒
と
違
い
、
砂

糖
不
使
用
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
、

お
米
本
来
の
自
然
な
甘
み
を
楽
し
め

る
の
が
特
徴
。

　
銀
山
の
「
銀
色
」
と
、
本
町
を
彩

る
様
々
な
色
彩
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
張
ら
れ
た

「Nobishiro

」
は
、
「
ワ
イ

ン
と
並
ん
で
も
違
和
感
の

な
い
甘
酒
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
品
名
に
は
、
「
町
の

の
び
し
ろ
」「
身
体
の
の

び
し
ろ
」「
習
慣
の
の
び

し
ろ
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
「
完
成

さ
れ
た
も
の
よ
り
も
、
こ

れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
も

の
」
と
し
て
、
本
町
の
新

た
な
可
能
性
へ
の
期
待
も

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
「
の
び
し
ろ
」
に
期
待

　
試
飲
し
た
佐
藤
町
長
は
、
「
町
の

特
産
品
は
果
物
が
中
心
で
、
一
年
を

通
し
て
販
売
で
き
る
産
品
が
少
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
う
し
た
形

で
、
本
町
と
繋
が
り
の
深
い
企
業
が
、

町
の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品
を
開

発
し
て
く
れ
る
の
は
非
常
に
感
慨
深

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
味
に
つ
い
て
は
、
「
酒
粕
の
甘
酒

と
は
違
い
、
す
っ
き
り
と
し
て
い

て
飲
み
や
す
い
。
女
性
に
も
好
ま

れ
そ
う
で
、
「
の
び
し
ろ
」
を
感
じ

る
」
と
評
価
。「
今
後
も
本
町
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
今
後
「Nobishiro

」
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
の
展
開

や
、
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

仁
木
フ
ル
ー
ツ
＆
ワ
イ
ン
マ
ラ

ニ
ッ
ク
等
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
の

販
売
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①銀山米研究会と繋がりの深い㈱
松原米穀の伊藤氏。②試飲ではト
マトジュースやぶどうジュースで
割った甘酒も好評。

①銀山へき地保育所では、
交通安全教室も実施。実
際に道道の横断訓練等を
行った。②協力いただいた
銀山駐在所の錦所長（写
真右）と仁木駐在所の片
岡所長（同左）

「Nobishiro」開発に携わった、レッドホースコーポ
レーション㈱の萩野氏（写真左）と佐藤町長（同右）

放課後児童クラブでは、なかよしクラブ・安心警ら隊の皆さんがお手伝い

② ①

「
ひ
ま
わ
り
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　「
ひ
ま
わ
り
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

交
通
事
故
で
、
当
時
４
歳
の
男
の
子
を
亡

く
し
た
両
親
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

で
す
。

　
亡
く
な
っ
た
男
の
子
が
大
切
に
育
て
て

い
た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
受
け
継
ぎ
、
「
命

の
大
切
さ
」
と
交
通
事
故
根
絶
の
願
い
を

込
め
、
ひ
ま
わ
り
を
育
て
な
が
ら
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
る
取
組
が
、
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
銀
山
へ
き
地

保
育
所
で
種
ま
き

　
仁
木
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
通

う
児
童
と
、
銀
山
へ
き
地
保
育
所
の
園
児

た
ち
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警
ら
隊
（
中
川
博

喜
隊
長
）
や
交
通
安
全
指
導
員
、
仁
木
駐

在
所
の
片
岡
所
長
、
銀
山
駐
在
所
の
錦
所

長
ら
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
植
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
銀
山
へ
き
地
保
育
所
で
は
交
通

安
全
教
室
も
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
で
育
む
交
通
安
全
意
識

　
仁
木
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運

営
す
る
仁
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤

事
務
局
長
は
、
「
ひ
ま
わ
り
を
育
て
る
体

験
を
通
し
て
、
命
の
大
切
さ
や
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
地
域
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
願
い
「
交
通
事
故
根
絶
」

　
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち

が
植
え
た
ひ
ま
わ
り
は
グ
ン
グ
ン
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
っ
す
ぐ
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
黄
色

い
花
に
は
、
交
通
事
故
根
絶
と
い
う
、
皆

さ
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
交
通
事
故
防
止
と
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
「
ひ
ま
わ
り
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
５
月
22
日
、

仁
木
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
、
５
月
25
日
、
銀
山
へ
き
地
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
余
市
警
察
署
員
や
関
係
者
と
と
も
に
、
交
通
安
全
へ
の
願
い
を
ひ
ま
わ
り

の
種
に
込
め
ま
し
た
。

② ①

ノ
　
　
　
ビ
　
　
　
シ
　
　
　ロ

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
　活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

３ 令和８年６月 ２令和８年６月



　
５
月
19
日
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督
で
、

現
在
は
フ
ラ
ン
ス
・
サ
ン
テ
ミ
リ
オ
ン
で
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
営
む
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ト
ル
シ
エ
氏
が

仁
木
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、N

IK
I H

ills W
ine

ry

（
旭
台
／
石

川
和
則
代
表
）
を
会
場
に
、
町
内
の
ワ
イ
ナ

リ
ー

D
om

aine
 B

le
ss

（
旭
台
／
本
間
裕
康

氏
）、N

orth C
re
e
k F

arm

（
西
町
／
鈴
木

正
光
氏
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
イ
ン
づ
く
り
や

町
産
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
特
徴
を
紹
介
。
サ

ン
テ
ミ
リ
オ
ン
と
仁
木
町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風

土
で
育
ま
れ
た
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
ル
シ
エ
氏
も
自
身
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

町
内
会
長
会
議
を
開
催

町
政
に
対
し
活
発
な
意
見
交
換

林
野
火
災
予
消
防
啓
発

　
５
月
20
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
町
内

会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
当
た
り
、
佐
藤
町
長

は
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
、
町
内
の
外
国
人
材
を

始
め
、
様
々
な
方
々
が
暮
ら
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
21

名
の
町
内
会
長
が
出
席
の
も

と
、
活
発
に
町
と
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
出
さ
れ
た
質
疑
内
容

の
一
部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

山
火
事
・
事
故
を
防
ぎ
楽
し
い
行
楽
を

　
５
月
15
日
、
町
内
で
仁
木
町
林
野
火
災
予
消
防

対
策
協
議
会
（
本
部
長
／
佐
藤
町
長
）
に
よ
る
林

野
火
災
予
消
防
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
仁
木
消
防
団
の
ほ
か
、
仁
木
町

森
林
愛
護
組
合
連
合
会
の
協
力
会
員
、
仁
木
駐
在

所
長
な
ど
も
参
加
し
、
合
計
10
台
の
車
両
が
山
火

事
防
止
の
旗
を
掲
げ
、
山
火
事
防
止
啓
発
と
併
せ
、

山
菜
採
り
や
登
山
、
釣
り
シ
ー
ズ
ン
な
ど
の
到
来

を
前
に
、
入
山
時
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

町内会長会議で出された

質疑の一部を紹介します

町には魅力的な資源がたくさんあるので、観光コンテンツ等を整理して協議を進めていきます。

防災行政無線の屋外スピーカーがない地域では、農作業等で外出しているとき放送がわからない。

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督 

ト
ル
シ
エ
氏
訪
町

町
産
ワ
イ
ン
意
見
交
換

　
５
月
23
日
、
町
内
余
市
川
流
域
の
各
所

に
お
い
て
、
余
市
川
流
域
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
余
市
川
の
環
境
を
守
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
81
名
が
参
加
し
、

約
180
　

kg
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
余
市
川
は
、
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
河
川
で
あ
り
、
毎
年
多
く
の
人
が

訪
れ
る
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
活
動
を
と
お
し
、
環
境
美
化
と
、

河
川
愛
護
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

余
市
川
流
域
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

約
180
　

kg
の
ご
み
を
回
収

招
魂
祭
し
め
や
か
に

戦
没
者
の
御
霊
に
哀
悼

　
５
月
18
日
、
仁
木
神
社
で
仁
木
町
招
魂

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
仁
木
町
遺
族
会
（
青

木
正
好
会
長
）
を
始
め
、
関
係

者
約
40
名
が
参
列
し
、
厳
か
な

雰
囲
気
の
中
で
玉
串
を
奉
り
、

戦
没
者
へ
の
感
謝
と
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
ま
し
た
。

　
参
列
者
は
、
平
和
な
日
々
の

尊
さ
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
先

人
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　
５
月
26
日
、
仁
木
町
交
通
安
全
推
進
委
員

会
（
会
長 

佐
藤
町
長
）
の
主
催
に
よ
り
、「
旗

の
波
」
運
動
が
実
施
さ
れ
、
地
域
住
民
や
関

係
団
体
な
ど
か
ら
71
名
が
参
加
し
、
国
道
５

号
沿
い
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
佐
藤
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
今
年
３

月
町
内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
に
触
れ

つ
つ
、
「
交
通
安
全
旗
を
持
つ
皆
さ
ま
の
姿

そ
の
も
の
が
注
意
喚
起
と
な
り
、
交
通
安
全

意
識
の
向
上
に
繋
が
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
海
道
警
察
札
幌
方
面
余
市
警
察

署
の
二
川
交
通
課
長
は
、
「
こ
う
し
た
節
目

を
機
に
、
身
近
な
人
と
改
め
て
交
通
安
全
に

つ
い
て
考
え
、
交
通
安
全
意
識
を
育
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
、
交
通
安
全
意
識
醸
成
の
重

要
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
願
い

「
旗
の
波
」
運
動
実
施

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警
ら
隊

看
板
設
置
で
盗
難
防
止

　
４
月
24
日
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
・
安
心
警

ら
隊
（
中
川
博
喜
隊
長
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
、
農
産
物
盗
難
防
止
の

た
め
の
防
犯
看
板
を
町
内
に
設
置
し
ま
し

た
。

　
こ
の
取
組
は
、
余
市
警
察
署
の
依
頼
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
３
名
の

隊
員
が
参
加
し
、
「
盗
難
防
止
重
点
地
区
」

の
看
板
を
町
内
各
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

等
の
収
穫
期
を
間
近
に
控
え
、
生
産
者
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
農
作
物
を
盗
難
被
害
か
ら

守
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ニキバス路線を再検討し、交通空白地帯を

無くすなど、もっと使いやすくできないか？

ニキバスでの交通空白地帯の対応は検討・

協議を行っていますが、課題が多いのも事

実。しっかり計画を組んで、実現できるよう関係

者と協議を重ねていきます。

A
Q

ごみ出しのルールが外国人住民に理解され

ていないように感じる。

外国人技能実習生等については、関係団体

を通して、多言語パンフレットを配布する

など、周知に努めていきます。

A
Q

災害ハザードマップ更新の予定はあるか？

災害ハザードマップは、国が策定する防災

計画に基づき作成するもので、今年度につ

いては、更新の予定はありません。

A
Q

QAQA

に
つ
い
て
語
り
、
参
加
者
は
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
町
産
ワ
イ
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
や
、
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
の
可

能
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
　活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

５ 令和８年６月 ４令和８年６月



仁
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
大
洞
忠
義
会
長
）
は
、
５
月

23
日
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
第
45
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
総
合
開
会
式
並
び
に
令
和
７
年
度
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
こ
の
時
期
に
例
年
開
催
し
て
お
り
、
式
典
に
は
約
12
名

の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞
は
ス
ポ
ー
ツ
の
全
道
大
会
以
上
に
出
場
し
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団
体
に
、
ス
ポ
ー
ツ
奨

励
賞
は
ス
ポ
ー
ツ
の

後
志
管
内
以
上
の
規

模
の
大
会
に
出
場

し
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
個
人
又
は
団

体
に
授
与
さ
れ
ま

す
。
今
年
の
受
賞
者

は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
が

個
人
１
名
で
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
山
野
井

さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

第 45 回町民スポーツ大会総合開会式

並びに令和７年度スポーツ表彰式

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
　活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

仁
木
町
シ
ル
バ
ー
体
験
講
座

●
児
童
・
生
徒
作
品
集

「
世
界
は
う
つ
く
し
い
と
」

を
読
ん
で
、
私
は
自
分
の
何
気

な
い
日
常
や
当
た
り
前
の
こ
と

の
中
か
ら
、
う
つ
く
し
い
と
思

え
る
も
の
を
い
く
つ
も
見
つ
け

出
せ
る
作
者
の
感
性
が
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
は
普

段
、「
可
愛
い
」
や
「
か
っ
こ

い
い
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、「
う
つ
く
し
い
」
と
思

う
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
、
こ
の

詩
を
読
ん
で
、久
し
ぶ
り
に
「
う

つ
く
し
い
」
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
し
た
。

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
な
が

ら
、
私
は
自
分
も
作
者
と
同
じ

よ
う
に
自
分
が
う
つ
く
し
い
と

思
え
る
も
の
は
ど
う
い
う
も
の

だ
ろ
う
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

よ
く
考
え
た
結
果
、
う
つ
く
し

い
も
の
を
う
つ
く
し
い
、
と
素

仁
木
中
学
校  
３
年

朝
　
山
　
結
　
子

ゆ
い

こ

直
に
思
え
る
心
が
私
に
と
っ
て

の
う
つ
く
し
い
と
思
え
る
も
の

で
し
た
。

作
者
が
詩
に
書
い
て
い
た
通

り
、
自
然
や
街
の
風
景
や
、
日

常
の
挨
拶
や
人
の
老
い
、
そ
れ

ら
が
存
在
す
る
世
界
は
自
分
で

も
う
つ
く
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
そ
れ
ら
に
気
づ
け
る

の
は
、
作
者
の
心
が
う
つ
く
し

い
か
ら
こ
そ
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

う
つ
く
し
い
も
の
を
身
の
回

り
や
当
た
り
前
の
中
か
ら
い
く

つ
も
見
つ
け
、
う
つ
く
し
い
も

の
を
う
つ
く
し
い
と
言
え
る
作

者
に
見
習
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は

自
分
も
う
つ
く
し
い
と
思
っ
た

ら
、
素
直
に
口
に
出
す
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

委員会
　 だより

74
No.

５
月
26
日
に
、
第
１
回

仁
木
町
シ
ル
バ
ー
体
験
講

座
と
し
て
「
ボ
ッ
チ
ャ
を

楽
し
も
う
」
を
仁
木
町
民

セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
17
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
澤
本
愼
二
氏
の

指
導
の
下
、
３
人
一
組
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
総
当
た

り
戦
を
行
い
、
全
員
元
気

よ
く
褒
め
合
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
ボ
ッ
チ
ャ
を
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

次
回
は
７
月
下
旬
に
「
社
会
見
学
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各種大会 ・表彰

●第 35 回小樽地区小学生バドミントン大

会兼第 27 回北海道ＡＢＣバドミントン

（南北海道）大会予選会

・日　程：４月 29日

・場　所：小樽市総合体育館

【５・６年生の部　女子シングルス】

　優　勝　寺　口　日優虹

　５　位　寺　口　優美虹

※２名とも６月 27 日～ 28 日に苫小牧で行われ

るＡＢＣ全道大会に出場が決定されました。

●剣道連盟に所属している本多弘一さん

が令和８年５月９日に剣道段位審査で

剣道七段に合格しました。おめでとう

ございます！

仁
木
町
子
ど
も
体
験
塾

５
月
23
日
に
、
子
ど
も
体
験
塾
第
１

回
講
座
と
し
て
「
走
り
方
教
室
」
を
仁

木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
、
19

名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

運
動
会
に
向
け
て
、
少
し
で
も
速
く

走
れ
る
よ
う
に
足
の
動
か
し
方
や
、
速

く
走
る
コ
ツ
等
を
学
ん
で
た
く
さ
ん
体

を
動
か
し
ま
し
た
。

次
回
は
「
子
ど
も
生
け
花
教
室
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●スポーツ賞（個人）

 山野井 大 海さん【仁木中学校】

やまのい　  たいが

３
年
生
の
抱
負

①

▼
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。▼
10
代
か
ら
90
代
ま
で
の
皆
さ
ん
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
て
、
３
０
０
以
上
の

幅
広
い
授
業
を
、
１
科
目
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。▼
全
国
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。▼
資
料
は
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
１
―
７
３
６
―
６
３
１
８
）
ま
で
ご
請

求
下
さ
い
。▼
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８
月
31

日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
９
日
ま
で
。

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ 銀山水泳プールの廃止に伴い、仁木水泳プールの開設期間中（７

/６～８/２６）は、銀山地区から仁木水泳プール（乗降場所は役場

庁舎前）のニキバスを利用する場合に限り、無料としています。

仁木水泳プールを利用しない場合、または他の区間で乗降す

る場合は対象となりませんのでご注意ください。

●ニキバスの乗り方

銀山地区では運行ルート上であれば自由に乗降できます。

予約なしで乗車する場合は、運転手に見えるように手を挙

げてください。

【行く時】　運転手に「仁木水泳プールまで」とお伝えください。

【帰る時】　運転手に「仁木水泳プールから」とお伝えいただき、

必ず役場庁舎前から乗車し銀山地区で降車してく

ださい。（その他の停留所からの乗降は無料対象に

なりません）

仁木町水泳プールまでのニキバス利用

パターン① パターン②

尾根内例発

尾根内例着

役場庁舎前着

尾根内例発

役場庁舎前着

プール滞在時間　約２時間半程度

役場庁舎前発

尾根内例着

役場庁舎前発

８：３４

９：１５

１２：１７

１２：５４

１２：５４

１３：３５

１６：０７

１６：４４

行
き

帰
り

ひ　ゆ　り

ゆ　み　り

大
坂
の
道
具

商
の
放
蕩
息
子
・

「
ど
ら
蔵
」
こ
と

寅
蔵
は
、
奉
公

先
に
大
損
害
を

与
え
て
し
ま
い
、

大
坂
に
い
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
旅
に
出
て
辿
り
着
き
た
る
は
、

知
恵
と
欲
が
渦
巻
く
江
戸
の
骨
董
商
の
世
界
。
お

宝
を
巡
っ
て
時
に
騙
さ
れ
、
時
に
勝
負
を
か
け
、

時
々
情
に
流
さ
れ
―
―
。
丁
々
発
止
の
果
て
、
ど

ら
蔵
は
「
真
物
」
の
目
利
き
に
な
れ
る
の
か
？
読

み
終
え
る
の
が
も
っ
た
い
な
く
な
る
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
時
代
小
説
で
す
！

仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す

著
／
朝
井
ま
か
て

ど
ら
蔵

７ 令和８年６月 ６令和８年６月



令和７年度 情報公開制度の運用状況

総務課総務係　☎32-2511

自主防災組織について

総務課防災管財係　☎32-2511

地震や大雨などに伴う大規模災害時には、 停電や道

路寸断などにより、 消防や行政による支援に時間がかか

る場合があります。

そのため、 地域住民が協力し、 「自分たちの地域は自

分たちで守る」 という考えのもと活動する 「自主防災

組織」 が重要となります。

自主防災組織では、 日頃から連絡体制づくりや防災訓

練、 防災資機材の備蓄などに取り組み、 地域の防災力

向上を目指します。

町では、 自主防災組織の町内活動カバー率 80％を目

標に、 組織の結成に向けた支援を行っています。

●町の支援内容

・自主防災組織等が行う地域の防災活動に必要な

施設の整備への補助（30 ～ 200 万円）

・出前講座などによる普及啓発

・訓練に係る町内会役員会での説明

119番通報の受付体制について

北後志消防組合仁木支署　☎32-2644

　令和８年４月から、仁木町を含む後志管内13市町村の

119番通報は、小樽市の「後志共同消防指令センター」

で一括して受け付ける体制へ変更となりました。

　通報を受けた後は、後志共同消防指令センターから

管轄する消防署・支署へ出動指令が出され、消防車や

救急車は各地域の消防署から出動します。消防指令業

務を広域で共同運用することで、災害対応力の強化

や、安定した通信体制の確保につなげています。

●119番通報の方法に変更はありません

通報の際は、落ち着いて「市町村名から住所」を

伝えていただくようお願いします。

　町では、情報公開制度運用状況について、仁木町情

報公開条例（平成16年仁木町条例第10号）第31条及び

仁木町情報公開条例の施行に関する規則（平成16年仁

木町規則第13号）第11条の規定に基づき、行政に関す

る情報公開を行っています。

　令和７年度、町に寄せられた請求内容は以下の通り

です。

不 服 申 立 件 数

公 文 書 不 存 在

非 開 示 件 数

一 部 開 示

全 部 開 示決

定

の

内

訳

請　　求　　件　　数

開
示

件
数

２件

１件

１件

０件

０件

０件
チャイルドシート購入助成事業

総務課広報交通係　☎32-2511

町では６歳未満のお子さんがいる保護者の皆さま

に、チャイルドシート等購入費の一部を助成する事業

を行っています。助成額や申請方法は、以下のとおり

です。

●チャイルドシート　購入費の１／２（上限８千円）

●ジュニアシート　　購入費の１／２（上限５千円）

※乳幼児１人につき、それぞれ１回ずつ申請可

※ジュニアシートは令和７年４月１日以降に購入したも

のに限る

●申請方法

以下の書類を持参の上、総務課窓口で申請してく

ださい。

①チャイルドシート等購入時の領収書やレシート

（購入年月日、購入先、商品名等の記載があるもの）

②国土交通省認定形式指定マークが確認できるもの

（チャイルドシート等の取扱説明書など）

③助成金の交付を受けようとする方、チャイルド

シート等を使用するお子さんの身分を証明するも

の（マイナンバーカード、資格確認書など）

④振込先金融機関の口座がわかるもの

　家庭から出たごみは、ごみ分別マニュアルに従って正

しく分別した上で、地区ごとに指定された曜日に所定の

収集場所に置いてください。

　分別が不十分なごみや、収集する種類とは異なるご

みは、収集されずにステーション等に残されます。

　残されたごみは風で飛散することがありますので、

自分が捨てたごみが残されているときはすみやかに回

収し、ごみの分け方や収集日を確認した上で、改めて捨

ててください。

　びん・缶・ペットボトルについては、捨てる前に必ず

中をきれいにすすいだ上で、所定のコンテナ等に入れて

ください。汚れが落ちないものについては、燃やせない

ごみとして捨ててください。

ごみの正しい分別

住民環境課環境衛生係　☎32-2513

　令和８年７月までは全員に「資格確認書」を交付し

ていましたが、令和８年８月からは年齢やマイナ保険

証の保有状況などにより、「資格情報のお知らせ」ま

たは「資格確認書」を交付します。

●令和８年８月以降の取扱い

■「資格情報のお知らせ」が交付される方

　・84歳以下でマイナ保険証をお持ちの方

■「資格確認書」が交付される方

　・85歳以上の方

　・84歳以下でマイナ保険証をお持ちでない方

※資格情報のお知らせが交付される方のうち、マイナ

保険証の利用が困難であるなど、何らかの理由によ

り資格確認書の交付を希望する場合は、福祉課国保

医療係へ申請いただくことで資格確認書を交付しま

す。

令和８年８月以降の資格確認書の取扱い

について

福祉課国保医療係　☎32-2514

ご実家の名義、亡くなった方のままに

なっていませんか？

相続登記の最初の期限まで１年を切りました！

　令和６年４月１日から相続登記が義務化されました。

　過去の相続分も義務化の対象です。最初の登記期限

は令和９年３月31日となっており、正当な理由なく放

置すると、10万円以下の過料の対象となる可能性があ

ります。

●期限間近の混雑を避けるため、早めの着手を

戸籍収集を含む一連の手続きの準備には数か月以

上かかることもあり、期限が近づくと窓口の混雑が予

想されます。

以下も参考に、お早目のご準備をお願いします。

　①専門家（司法書士）に依頼したい方

お仕事で忙しい方や、手続きに不安がある方は、

専門家への依頼が安心です。

　■個別のご相談

　　札幌司法書士会

　　「相続登記相談センター」

　　☎011-211-6665（平日12～15時）

　②ご自身で手続きを進めたい方

札幌法務局では、申請書の書

き方などをサポートする「相続

登記手続教室」を開催していま

す。

■札幌法務局ホームページでは、

手続の詳細や最新イベント情報

を掲載しています。

■札幌法務局公式LINEでは、友達

登録により、イベント情報がい

ち早く取得できます。

相続登記はお済ですか？

法務局小樽支局　☎0134-23-3012（音声案内【２】）

相続登記
相談センター

札幌法務局
ホームページ

札幌法務局
公式LINE

9 令和８年６月 8令和８年６月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
力
隊
　活
動
レ
ポ
ー
ト

く
ら
し
の
伝
言
板

　町が取り組んでいる各種事業・施策や、国・北海道・

関係機関からのお知らせなどをご紹介します。気になる

情報がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

町からのお知らせ
information

information



自衛官募集

自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所　☎0134-22-5521

陸・海・空自衛隊には、車両・船・飛行機を扱う職

種が 100種類以上あります。

試験内容・イベント案内及び各種個別説明など詳し

くは、上記までご連絡ください。

【一般曹候補生、２等陸・海・空士】

　●応募資格：18 歳から 33歳未満

　●受付期間：お問合せください。

　●試験内容：筆記試験、適性検査、口述試験、身体

検査等。

　●イベント案内

　自衛隊ブースを出展予定。グッズ配布などを行

います。

・おたる祝津にしん・おタテ祭り（6/6・7祝津港）

・小樽商科大学緑丘祭（6/20・21 大学校内）

・防災ラボ（6/20ウィングベイ小樽屋外駐車場）

レポート

活
動

Activity Report

▼
５
月
は
通
常
開
催
の

寺
子
屋
の
他
、
こ
ど

も
囲
碁
大
会
に
参

加
し
、
そ
の
後
山

菜
や
鹿
肉
を
料
理

し
て
食
べ
ま
し
た
。

▼
銀
山
で
も
田
植
え

が
始
ま
り
、
引
き
続

き
鹿
の
被
害
低
減
の
た

め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
▼
ま
た
各
地
で
熊
の
出

没
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
銀
山
で
も
痕
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
見
回
り
な
ど
強
化
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

深見

 俊
介

  隊
員

▼
時
が
過
ぎ
る
の
も
早

い
も
の
で
、
仁
木
食

堂
は
６
月
で
丸
２

年
が
経
ち
ま
す
。

▼
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
と

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

▼
皆
さ
ま
の
お
な
か
を
満
た
す
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。（
営
業
時
間
／
火
曜
日
か
ら
土
曜
日

11
時
30
分
～
13
時
30
分
）

菅原

 康
晃

  隊
員

▼
観
光
協
会
で
の
研
修

や
、
余
市
川
桜
ま
つ

り
に
て
ニ
キ
ボ
ー
の

ア
テ
ン
ド
等
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
▼
ま
た
、

余
市
川
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
に
参
加
し
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
▼

地
域
の
皆
さ
ま
と
お
会
い
出
来
る
機
会
も
増
え
、

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
！

越智

 友
見

  隊
員

▼
５
月
は
、
今
後
の
活
動

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
並
び

に
来
年
度
計
画
の
策

定
を
目
的
に
、
農

政
係
の
皆
さ
ん
と

仁
木
町
で
の
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
の
現

状
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。▼
ま
た
被
害
対
策

実
施
隊
の
任
命
に
必
要
な
狩
猟
免
許
及
び
猟
銃
所

持
許
可
の
内
容
変
更
等
に
つ
い
て
対
応
し
ま
し
た
。

▼
来
月
以
降
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
被
害
の
現
状
や

対
策
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

杉山

 　
僚

  隊
員

▼
い
よ
い
よ
仁
木
町
の

夏
が
到
来
！
さ
く
ら

ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
ワ
イ
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ク
、
マ
ラ

ニ
ッ
ク
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
で
心
弾
む

ひ
と
と
き
を
。
▼
私
も

定
住
に
向
け
準
備
を
進

め
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
夏
の
思
い
出
を
共
有
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
▼
家
族
や
友
人

と
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小林

 久
志

  隊
員

▼
ブ
ド
ウ
の
苗
植
え
に

初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
▼
土
壌
の
違
い

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
植
樹
の
違

い
を
勉
強
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
▼
今

年

は

ワ
イ
ン
ア
カ

デ

ミ
ー
の
参
加
も
決
ま
り
、
栽
培
や
醸
造
の
知
識
を

深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

福重

め
ぐ
み

  隊
員

▼
６
月
28
日
（
日
）
開

催
の
さ
く
ら
ん
ぼ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

お
子
さ
ま
向
け
の

う
ち
わ
絵
付
け
体

験
を
行
い
ま
す
。

▼
自
由
に
描
い
て
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
作

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

川上

 あ
ゆ

  隊
員

▼
ト
マ
ッ
プ
フ
ァ
ー
ム
で

折
れ
て
い
た
杭
の
交

換
作
業
や
、
ぶ
ど

う
の
テ
ー
プ
ナ
ー

留

め

作

業

を

行

い
、
ぶ
ど
う
栽
培

の
管
理
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
▼
ま
た
地

域
交
流
を
目
的
と
し
た

フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会
を
開
催
し
、
15
名
が
参
加
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
た
新
た
な
技

能
実
習
生
と
の
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

松村

 孝
明

  隊
員

▼
４
月
は
、
引
き
続
き

役
場
に
お
い
て
、
転

入
し
て
き
た
外
国

人
住
民
に
対
し
、

各
種
手
続
き
に
関

す
る
言
語
面
で
の

サ
ポ
ー
ト
（
通
訳
・

翻
訳
）
を
行
い
ま
し

た
。
▼
ま
た
、
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
に
関
す
る
チ
ラ
シ
（
日
本
語
・
英
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
）
を
作
成
・
発
行
し
、
特
に
外
国
人

町
民
へ
の
周
知
を
目
的
と
し
て
、
現
在
は
住
民
環

境
課
窓
口
に
て
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ダン ヒ
ェ
ウ

 チ
ュ
ン

  隊
員

▼
今
月
も
畑
の
研
修
を

行
い
、
研
修
先
で
ワ

イ
ン
用
ぶ
ど
う
（
ゲ

ヴ
ェ

ル

ツ

ト

ラ

ミ
ー
ネ
ル
、
シ
ャ

ル
ド
ネ
、
ピ
ノ
ノ

ワ
ー
ル
）
の
苗
植
え

や
苗
補
植
を
計
４
日
間

行
い
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
町
内
で
の
飲
食
店
開
業
に
向
け
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
▼
ド
メ
ー
ヌ
ブ
レ
ス
さ
ん
で
ラ
ン
チ
料
理

の
提
供
も
土
日
限
定
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非

と
も
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

齊藤

　
一

  隊
員

▼
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
▼
農
業
の

基
盤
で
あ
る
農
地

と
担
い
手
に
関
す

る
地
域
計
画
の
見

直
し
や
、
り
ん
ご

の
高
密
植
栽
培
、
農

産
加
工
商
品
開
発
、

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
の
活
動
が
始
動
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

服部

 　
聖

  隊
員

仁 木 町

地域おこし協力隊
後志広域連合職員募集

後志広域連合総務課　☎0136-55-8010

　後志広域連合は後志管内16町村で税の滞納整理、国

民健康保険事業、介護保険事業などの事務を共同で行

う特別地方公共団体です。

　この度、令和９年４月より業務に従事する正規採用

職員の募集をします。

　●受験資格

高校、専門学校、短大、大学、大学院を卒業し、

民間企業等における実務を３年以上経験している

方で、昭和50年４月２日以降に生まれた方。

　●申込締切

　　６月30日まで（必着）

　●試　　験

　　一次試験（書類選考）、二次試験（面接）

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペ

シャリストとして活躍する税務職員を募集しています。

　2026年度の採用試験の概要は次のとおりです。

　●受験資格 

⑴　令和８年４月１日において高等学校又は中等

教育学校を卒業した日の翌日から起算して３年

を経過していない者

⑵　令和９年３月までに高等学校又は中等教育学

校を卒業する見込みの者

　●申込受付期間（インターネット申込み） 

　　６月12日㈮午前９時～６月24日㈬（受信有効）

　（申込専用アドレス）

　　 https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

※インターネット申込みができない場合は、受験を希望

する第１次試験地を所轄する国税局にお問い合わせく

ださい。

　●第１次試験【基礎能力・適性・作文試験】

　　９月６日㈰
　●第１次試験合格者発表日 　10月８日㈭
　●第２次試験【人物試験、身体検査】

　　10月14日㈬～10月23日㈮のうち指定する日

　●最終合格者発表日     　　11月17日㈫

税務職員募集

札幌国税局人事第２課採用担当　☎011-231-5011内線2315

　全国的に、幼い子どもたちが被害者となる痛ましい

交通事故等の発生が後を絶ちません。子どもの交通事

故や犯罪被害などを減らすためには、地域全体で登下

校中の子どもたちを見守ることが効果的です。一人ひ

とりが無理なく、できる範囲で実践することで、悲惨

な事故が起きにくい環境を創ることができます。

　地域全体で子どもたちを守るためにも、ご協力のほ

どよろしくお願いします。

地域全体で子どもたちを見守りましょう

交通安全推進委員会　☎32-2511

　登下校時に合わせて外に出

て花に水やりをする、家の前

で掃き掃除をする、犬の散歩

をするなど、時間と場所を工

夫しながら見守ります。

誰でも簡単！「ながら見守り」

11 令和８年６月 10令和８年６月
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お問い合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP〒

●令和８年４月実績（4/1～4/30）

国民年金に関するお知らせ

くらしの

伝言板
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　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さまのご

協力が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントをご紹介しています。

　警察官の仕事は、交番勤務や犯

罪捜査、防犯活動、交通指導取締

り、災害救助等多岐にわたります。

上司や同僚、部下等の仲間と共に、

同じ目標に向かって仕事に取り組

んでいます。

　各種説明会やイベントを開催し

バイクの交通事故防止

Ｒ8.3.8～Ｒ8.5.31 85日

仁木町内での人身事故発生状況

０件 ０人０人
２件 １人１人

４月発生件数
Ｒ８年累計

区　分 件数 死者 負傷者

余市警察署だより　安心 ・ 安全を実践しよう！

●国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

国民年金保険料は、日本年金機構から送られる納

付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納める

ことができます。また、クレジットカードや電子

（キャッシュレス）決済、そして割引率が最も高く

なる便利でお得な口座振替もあります。

毎月の保険料納付期限は、｢翌月の末日｣です。保

険料の納め忘れがあると、万一障害や死亡といった

不慮の事態が発生したときに、障害基礎年金や遺族

基礎年金を受けられない場合がありますので、必ず

納付期限までに納めるようにしましょう。

なお、所得が少ないなどの理由で納付が困難な場

合は保険料が免除・猶予される制度がありますので

気軽にご相談ください。

●日本年金機構からのお知らせです

日本にお住まいの20歳以上の

方は国民年金に加入し保険料を

納付することが義務付けられて

います。

国民年金制度の内容やメリッ

ト、保険料の納付方法や免除の

手続きなどわかりやすく動画で

ご案内しています。ぜひ日本年金機構ホームページ

から動画をご覧ください。

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html

　国民年金に係る照会や相談については、下記までお

問い合わせください。

 　  小樽年金事務所

　   0134-33-5026

　   住民環境課住民係

　   32-2513

　町では、町内在住55年以上かつ88歳以上の方へ、仁

木町表彰条例の規定に

基づき、賞状と記念品

をお贈りしています。

　長年のご功労に感謝

するとともに、心より

お祝い申し上げます。

仁木町公益貢献賞

野口貴美子 様

（88歳／東町）

髙橋　英里 様

（88歳／西町）

ご誕生おめでとうございます

　北町の工藤宏樹さんのお宅に、４人目のお子さんが

誕生し、仁木町出産祝金支給要綱に基づき、出産祝金

を贈らせてただきました。

　工藤さん、新しい家族のご誕生、誠におめでとうご

ざいます。

７月17日は「北海道みんなの日」

　明治２年（1869年）、北海道の名付け親とされる松

浦武四郎が明治政府に「北加伊道」という名称を提案

した７月17日は、北海道の魅力と価値を再発見し、北

海道を誇りに思う心を育み、より豊かな北海道を築き

上げることを期する「北海道みんなの日」、愛称「道

みんの日」です。

　この日をきっかけに、北海道に愛着や誇りを持って

いただき、北海道の魅力を発信する機会としていただ

ければ幸いです。

基金を活用した事業の紹介は、町ホームページをご覧ください。

皆さまの生活に身近な事業を持続的に推進していくためにも、

返礼品の出品協力のほか町外に住むご親戚やお知り合いにも、

仁木町を応援していただけるようご案内願います。

ふ る さ と 納 税 寄附受入額と件数

戸籍の窓

●こんにちは赤ちゃん

　浅野　汐羽 ちゃん（北町）

●ご冥福をお祈りします

　金家　　孝 さん（ 83歳／北町）

　木田　正夫 さん（ 85歳／北町）

人口動向
Ｒ８.５／31現在 住民基本
台帳より （　）は前月比

1,859 世帯 （+34）

総人口

世帯数

男性人口

女性人口

3,174 人（＋32） 1,543人（+22）

1,631人（+10）

日本人人口

世帯数　1,579 世帯 （±0）

男性人口

女性人口

2,886 人（－2） 1,414 人（±0）

1,472 人（-2）

外国人人口

世帯数　280 世帯 （+34）

男性人口

女性人口

288 人（+34） 129 人（+22）

159 人（+12）

善意に感謝

　次の方から、本町へ貴重なご寄附をいただきまし

たのでご紹介させていただきます。

●株式会社櫻組（京極町／櫻貢代表取締役）様より

▼金500,000円▼仁木町まち・ひと・しごと創生推

進計画事業・子どもを産み育てやすい環境をつくる

事業のため

貴重なご寄附に感謝状を贈らせていただきました

人権擁護委員が委嘱されました

　令和８年４月１日付けで、次の方が法務大臣から人

権擁護委員に委嘱されました。

　関　孝心さん　住所：仁木町銀山３丁目

　人権擁護委員は、ボランティアとして地域の皆さん

から人権相談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、

人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を

行ったりしています。

　相談は無料で秘密は厳守します。お気軽にご相談く

ださい。

せき こうしん

日本年金機構HP

ているので、まずは、説明会等に

参加して北海道警察について知る

ことから始めましょう。

　説明会等の案内は、北海道警察

ホームページや採用センターのＳ

ＮＳを御覧ください。受験申込み

は、７月１日から始まります。

北海道警察官募集「道民とともに　道民のために」

○交通ルール・マナーを守りましょう。

　スピードの出し過ぎは、カーブを曲がりきれず対向車線へはみ出したり、路外へ

逸脱する事故につながるおそれがあります。

○バイクの特性を理解しましょう。

　バイクは車体が小さく、車のドライバーからは、ミラーなどの死角になって見落

とされたり、距離感や速度感覚がわかりにくく、特に交差点では、いわゆる「右直

事故」の当事車両になるケースがあります。

○ゆとりをもったツーリングを！

　仲間とツーリングをする際には、仲間同士でゆとりをもった計画を立てることや、

仲間から離れてしまった場合の集合場所をあらかじめ決めておくことが大切です。

金　額　15,810,000 円 寄附件数　505 件
交通事故死
ゼロの日
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●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問い合わせは　　　　住民環境課　 32-2513

●国保、介護、育児、健康相談などのお問い合わせは　　 福　祉　課　 32-2514

●その他、行政に関するお問い合わせは　　　　　     総　務　課　 32-2511

まちのカレンダー ●行事名　　会場　　お問い合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問い合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

16㊋

●５歳児健診  　保健センター／13:00～　 福祉課　 32-2514  ※対象者のみ19㊎

５月25日、銀山へき地

保育所で行われた、交

通安全教室の中で実施

した「ひまわりの絆プ

ロジェクト」。子ども

たちは、小さな手で一

粒一粒ていねいにひま

わりの種を植えました。

交通安全への願いと、

命の大切さへの思いを

込めたひまわりが、こ

れから夏に向けて大き

く育っていきます。

今月の表紙

●令和８年６月

日 月 火 水 木 金 土

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

　内山設備　 23-263420㊏

６ 

月

６ 

月

７ 

月

●スッキリ運動教室 　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30

　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●防災行政無線戸別受信機試験放送　①12:30　②18:30　 総務課　 32-2511

18㊍

●北海道対がん協会（特定健診・がん検診）　 北海道対がん協会札幌がん検診センター　 福祉課　 32-2514  ※予約制12㊎

15㊊

23㊋

●運転免許更新時講習　一般講習／13:00～　優良講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-011024㊌

●３か月・６か月・９か月健診  　保健センター／13:00～　 福祉課　 32-2514  ※対象者のみ

●第３回ブックスタート事業  　保健センター／14:00～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ
26㊎

●スッキリ運動教室 　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30

　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●無料あんしん法律相談　 社会福祉協議会／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

25㊍

22㊊

30㊋

１㊌

３㊎

●スッキリ運動教室 　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45　第３部：13:30～14:30

　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中
２㊍

29㊊

10㊎

●離乳食教室  　保健センター／10:00～　 福祉課　 32-2514  ※対象者のみ７㊋

●無料あんしん法律相談　 社会福祉協議会／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制６㊊

●広報『仁木』６月号発行　 総務課　 32-2511

●運転免許更新時講習　違反講習・初回講習（合同開催）／13:00～　優良講習／15:30～

　　余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110
11㊍

　Niki配管設備　 32-264713㊏

　脳神経外科よいち汐風クリニック　 21-5566

　関組　 22-4782
14㊐

●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

▼
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報
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、
広
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の
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る
、
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内
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て
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表
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集
中

●令和８年７月

日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 1

17㊌
●無料法律相談　 余市中央公民館／13:00～16:00　 総務課　 32-2511  ※予約制

●笑っこりクラブ ～おはなし広場　 社会福祉協議会／13:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※参加者募集中
に

８㊌ ●ふまねっと運動教室　 社会福祉協議会／13:30～　 社会福祉協議会　 32-3959  ※参加者募集中

９㊍ ●運転免許更新時講習　違反講習・初回講習（合同開催）／13:00～　優良講習／15:30～

　　余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●広報『仁木』７月号発行　 総務課　 32-2511

27㊏ 　堀川管工設備工業　 23-3032

４㊏ 　合同会社 藤田　 080-3268-0706

11㊏ 　長内水道配管　 32-2105

21㊐
　高橋配管設備　 22-5571

　わたなべ内科医院　 22-3989

５㊐
　野宮管工設備　 080-1890-6936

　勝田内科皮フ科クリニック　 22-3843

28㊐ ●防災行政無線戸別受信機試験放送　①12:30　②18:30　 総務課　 32-2511

　山地設備　 090-3118-4433

　北郷耳鼻咽喉科医院　 23-5533

●第42回仁木町さくらんぼフェスティバル 　 農村公園フルーツパークにき／10:00～16:00　 

　　仁木町さくらんぼフェスティバル実行委員会　 32-2711

12㊐
　Niki配管設備　 32-2647

　中島内科　 22-3866

●ワイリングウォークフェスNIKI2026　 旭台エリア／10:30～15:00

　　ワイリングウォークフェスNIKI実行委員会　 31-3311　※予約制

15 令和８年６月 14令和８年６月



レモンとごまの風味

で、美味しくいただけます。

アスパラにはルチンも含ま

れ、血圧が気になる方に

もおすすめです！

2026
令和８年

北海道仁木町広報紙／令和８年６月11日発行 通算857号
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。
婦
人
会
な
ど
の

場
で
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
健
康

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

❶｢

仁
木
町
の
い
ま
」

現
在
、
仁
木
町
の
高
齢
化
率
は

42
・
４
％(

令
和
８
年
３
月
末
現
在)

で
、
北
海
道
と
比
べ
て
も
高
く
、
５

人
に
２
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
状
況

で
す
。
町
で
実
施
し
て
い
る
健
診
や

町
の
医
療
費
の
か
か
り
方
な
ど
か
ら

町
の
健
康
状
態
を
見
て
み
る
と
、
心

疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
比
較
的
高
く
、

そ
の
背
景
に
は
「
食
生
活
（
塩
分
の

取
り
す
ぎ
や
朝
食
欠
食
、
多
量
飲

酒
）
」
や
「
運
動
不
足
」
と
い
っ
た

生
活
習
慣
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し

た
。一

方
で
皆
さ
ま
の
健
康
寿
命
の
延

伸
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
進
め
る

上
で
の
特
に
大
き
な
課
題
は
、
特
定

健
診
受
診
率
の
低
さ
で
す
。
現
在
は

28
・
０
％
（
国
保
）
に
留
ま
っ
て
お

り
、
ま
ず
は
こ
れ
を
60
％
以
上
に
引

に
体
を
動
か
し
た
り
、
そ
ん
な
日
常

の
「
つ
な
が
り
」
こ
そ
が
、
私
た
ち

の
健
康
を
健
や
か
に
保
つ
た
め
に
大

切
で
す
。
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る

こ
と
、
そ
し
て
周
り
の
人
と
支
え
あ

う
こ
と
、
そ
の
小
さ
な
優
し
さ
の
積

み
重
ね
が
、
次
世
代
に
続
く
活
気
あ

る
仁
木
町
を
創
り
上
げ
ま
す
。

計
画
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
健
康
づ
く
り
計
画
は
、
国
が
定
め
る
健
康
増
進
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
健
康
寿
命
の
延
伸

や
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
を
目
指
し
て
作
ら
れ
た
中
長
期
的
な
計
画
で
す
。

　こ
の
た
び
、
仁
木
町
で
は
令
和
８
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
期
間

と
す
る「
第
３
期
健
康
づ
く
り
計
画
」が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
回
は
こ

の
計
画
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

健康プラザ

体に　　　　　いい話
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健
康
づ
く
り
計
画
を
ご
存
じ
で
す
か
？

～ 

仁
木
町
で
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に 

～

▶材料（２人分）

・アスパラ （５本）

・白すりごま （大さじ1）

・レモン汁 （小さじ1）

・オリーブオイル （小さじ1）

・塩 （ひとつまみ）

・砂糖 （ひとつまみ）

簡
単
!!

旬
!!

▶作り方

①アスパラは根元の固い部

分を落とし、斜め切りにし

てさっと茹でます。

②ボウルで「ごま・レモン

汁・オリーブオイル・塩・

砂糖」を混ぜ合わせます。

③茹でたてのアスパラを和

えれば完成！

アスパラの

レモンごま和え

アスパラの

レモンごま和え

仁木町の

「健康づくり計画」は

こちらから


